
 
 

                                       

                                        

                    

九
月
一
八
日 

再
質
問
へ
の
回
答
要
求 

市
民
団
体
代
表
七
人
は
、

九
月
一
八
日
午
後
一
時
日

本
原
燃
を
訪
れ
再
質
問
交

渉
を
行
い
し
ま
し
た
。
応

対
し
た
の
は
前
回
と
同
じ

広
報
部
鈴
木
良
典
副
部
長

と
松
木
浩
彦
課
長
。
事
前

に
再
質
問
書
を
送
付
し
て

あ
り
ま
し
た
が
、「
九
月
一

日
回
答
書
に
つ
け
加
え
る

事
は
な
い
」
と
い
う
応
対

で
し
た
。
口
頭
に
よ
る
市

民
側
の
質
問
で
以
下
の
点

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

「直
下
活
断
層
説
」は 

     
 

新
知
見
で
は
な
い 

市
民
代
表
ー
変
動
地
形
学

者
か
ら
出
さ
れ
た
工
場
直

下
活
断
層
の
指
摘
は
「
新

知
見
」
で
は
な
い
か 

日
本
原
燃
ー
「
出
戸
西
方

断
層
」
や
「
大
陸
棚
外
縁

断
層
」
と
の
連
続
性
が
な

い
こ
と
を
、
科
学
的
に
調

査
し
確
認
し
て
い
る
。
出

戸
西
方
断
層
が
直
下
ま
で

延
び
て
い
る
と
仮
定
し
た

モ
デ
ル
（
Ｍ
６
・
５
）
や

北
に
延
び
て
い
る
と
仮
定

し
た
モ
デ
ル
（
Ｍ
６
・
９
）

で
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
、

国
の
審
査
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
会
社

内
部
の
専
門
家
の
見
解
も

交
え
て
地
層
判
断
を
行
っ

て
き
た
の
で
、
五
月
に
出

さ
れ
た
「
直
下
活
断
層
」

の
存
在
は
あ
り
得
な
い
。 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド 

６
・５
で
大
丈
夫
だ 

市
民
ー
会
社
内
部
の
技
術

者
の
み
で
は
な
く
、
外
部

の
異
説
を
唱
え
る
学
者
も

調
査
に
加
え
る
べ
き
だ
。 

原
燃
ー
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ

ン
ス
よ
り
も
厳
し
い
耐
震

基
準
が
敷
か
れ
て
い
る
。 

市
民
ー
日
本
は
地
震
国
。 

変
動
地
形
学
者
は
直
下
Ｍ

８
の
「
活
断
層
地
震
」
が

あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
警

告
し
た
の
だ
。 

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
量
は 

 

商
業
秘
密 

市
民
ー
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
は
現
在
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
？ 

原
燃
ー
高
レ
ベ
ル
廃
液
の

量
は
運
転
デ
ー
タ
で
あ
り
、

タ
ン
ク
製
造
技
術
な
ど
に

関
わ
る
「
商
業
秘
密
」
で

答
え
ら
れ
な
い
。
一
二
〇

立
方
㍍
タ
ン
ク
二
基
な
ど

十
基
で
合
計
六
八
〇
立
方

㍍
で
あ
る
が
、
五
百
立
方

㍍
の
貯
蔵
と
し
て
い
る
。 

市
民
ー
危
険
物
は
「
量
」

を
き
ち
ん
と
明
示
す
る
べ

き
で
あ
る
。 

電
源
は
外
部
二
系
列
・ 

自
家
発
電
二
系
列 

市
民
ー
「
高
レ
ベ
ル
廃
液
」

は
発
熱
し
絶
え
ず
冷
却
し

な
け
れ
ば
沸
騰
す
る
し
、

強
い
放
射
線
に
よ
り
水
素

が
発
生
し
「
掃
気
」
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
の

電
源
は
大
丈
夫
な
の
か
？ 

原
燃
ー
外
部
か
ら
二
系
列

の
電
力
が
送
ら
れ
て
く
る
。 

工
場
内
に
は
二
箇
所
に
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
あ
る
。

電
源
車
は
な
い
。 

三陸の海を放射能から守る                       天恵の海を守ろう！ 
岩手の会                                2008（平成２０）年      
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五
月
末
「六
ヶ
所
再
処
理
工
場
直
下
に
は
活
断
層
が
存

在
す
る
」
と
す
る
新
知
見
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
同
工
場

に
は
せ
ん
断
溶
融
さ
れ
た
「高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
」が
、

推
定
約
２
３
０
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
あ
ま
り
も
溜
ま
っ
て
い
ま

す
。
ガ
ラ
ス
固
化
体
製
造
工
程
が
ス
ト
ッ
プ
し
放
射
性
物

質
が
液
状
の
ま
ま
溜
ま
り
続
け
、
極
め
て
危
険
な
状
態
に

あ
り
ま
す
。
「花
と
ハ
ー
ブ
の
里
」
や
「岩
手
の
会
」
な
ど
市

民
グ
ル
ー
プ
一
九
団
体
は
日
本
原
燃
に
「大
地
震
に
よ
る

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
環
境
放
出
事
故
防
止
に
関
わ
る
質
問

状
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
回
答
が
、
九
月
一
日
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
到
着
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
疑
問
が
多
く
、

直
ち
に
「再
質
問
書
」が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

（取
材
・尚
） 

市民グループ代表→ 

原燃広報部↑ 



原燃回答書（９．１）要旨 
（原燃回答書は質問事項に沿ったものではなく一

括したものでした。） 
再処理工場の安全対策。 

「多重防御」の考え方により安全対策を講じている。 

○機器や配管はステンレスを使用、継ぎ手ではなく
溶接構造としている。床面をステンレスで内張した

頑丈な鉄筋コンクリートの壁を用いている。 

○高レベル廃液貯蔵設備については 貯蔵能力は約
５００立方㍍。（濃縮廃液貯蔵槽１２０立方㍍×２、

共用貯蔵槽容量１２０立方㍍×２ など１０基）安

全圧縮空気系によって仮に一台故障しても水素掃気
可能。崩壊熱除去については２系列の冷却コイル、

冷却ジャケットにより冷却水で冷却。 

○これらの掃気、冷却設備には外部電源２系列が確
保され、非常用ディーゼル発電機２系統が自動起動

するよう確保されている。 

再処理工場運営にあたって 
○「保安規定」を基本に下部規定、運転手順書、マ

ニュアルなどを定めて実施している。 

非常時異常時の対応 
○「原子力災害対策特別措置法」による「防災業務

計画」によって防災体制を敷いている。 

○従来の化学消防車に加え不整地走行可能な消防ポ
ンプ自動車を配備した。 

再処理工場の耐震安全性について 

○昨年１１月、新耐震指針に照らして安全性評価（バ
ックチェック）を国に報告している。これまでの試

掘抗調査やボーリング調査、人工地震などの調査で

は、敷地近傍では、考慮するべき活断層は出戸（で
と）西方断層以外存在せず、大陸棚外縁断層との連

続性は認められない。 

 過去に発生した十勝沖地震などを上まわる「想定

三陸沖北部地震」の評価では「基礎地盤は十分な支
持性能を有している」と確認。 

直下に活断層があるとの見解について 

大陸棚外縁断層についても７０～８０万年前より古
い断層であり出戸断層に連続していない。 
       ＊     ＊     ＊ 

◆本文は、当会ホームページに掲載してあります。 

◆市民団体の「質問書」（７．３１）「再質問書」（９．

９）も同上掲載。 
 

市
民
ー
そ
れ
で
、
地
震
な

ど
の
場
合
、
電
源
喪
失
事

故
に
対
処
で
き
る
の
か
？ 

原
燃
ー
充
分
な
配
置
で
あ

る
。
消
火
に
つ
い
て
は
随

所
に
消
火
用
水
が
整
備
さ

れ
、
化
学
消
防
車
と
不
整

地
走
行
消
防
車
が
各
一
台

あ
る
。 

市
民
ー
そ
の
程
度
で
は
一

般
化
学
工
場
並
み
で
は
な

い
か
。「
核
燃
事
故
」
は
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
級
苛
酷
事

故
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

「冷
却
装
置
」
は
「高
レ
ベ
ル

廃
液
セ
ル
」の
外
に
あ
る 

市
民
ー
「
高
レ
ベ
ル
廃
液
」

タ
ン
ク
は
、
ど
の
よ
う
に

パ
イ
プ
と
つ
な
が
っ
て
い

る
の
か
？ 

原
燃
ー
「
高
レ
ベ
ル
廃
液
」 

タ
ン
ク
は
、
厚
さ
一
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
壁
の
セ
ル
（
部

屋
）
の
中
に
あ
る
。
こ
の

タ
ン
ク
は
パ
イ
プ
で
冷
却

装
置
と
繋
が
っ
て
い
る
。 

市
民
ー
そ
の
パ
イ
プ
が
強

い
地
震
で
断
裂
す
る
危
険

は
な
い
の
か
？ 

原
燃
ー
配
管
を
さ
ら
に
被

覆
す
る
な
ど
対
策
を
講
じ

て
い
る
。 

「
直
下
活
断
層
の
有
無
」
が

明
確
に
な
る
ま
で
工
場

の
運
転
停
止
を 

市
民
ー
変
動
地
形
学
者
か

ら
「
直
下
Ｍ
８
級
地
震
」

説
が
出
さ
れ
た
以
上
、
再

調
査
ま
で
、
再
処
理
工
場

は
運
転
を
停
止
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
？ 

原
燃
ー
そ
れ
は
、
国
が
審

査
し
て
い
る
最
中
で
あ
り
、

原
燃
と
し
て
は
そ
の
結
果

に
従
う
。 

被
害
を
受
け
る
の
は 

工
場
の
労
働
者
と
住
民 

市
民
ー
そ
れ
で
は
国
に
責

任
を
預
け
て
い
る
事
に
な

る
。
放
射
能
が
漏
れ
れ
ば

真
っ
先
に
被
害
を
受
け
る

の
は
こ
の
工
場
の
従
業
員

で
あ
り
、
地
域
住
民
で
あ

る
。
危
険
な
も
の
を
扱
っ

て
い
る
責
任
を
も
っ
と
自

覚
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

最
後
に
「
花
と
ハ
ー
ブ

の
里
」
菊
川
慶
子
代
表
か

ら
「
原
燃
の
対
応
は
な
っ

て
い
な
い
。
普
通
の
民
間

会
社
な
ら
ば
こ
ん
な
事
で

済
ま
な
い
は
ず
。
ま
じ
め

に
情
報
公
開
し
て
ほ
し
い
。

質
問
に
答
え
ら
れ
る
技
術

担
当
者
の
出
席
を
お
願
い

し
た
い
」
と
い
う
言
葉
で

終
了
し
ま
し
た
。 

              

                      

原
子
力
政
策
や
そ
の
安
全

に
強
い
関
心
を
も
つ
超
党
派

の
国
会
議
員
に
よ
る
「
原
子

力
政
策
『
転
換
』
議
員
懇
談

会
」（
代
表
世
話
人
金
田
誠
一

衆
議
院
議
員
）
は
九
月
二
四

日
、
原
子
力
安
全
委
員
会
と
、

原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
対

し
て
「
要
望
書
」
を
提
出
し

ま
し
た
。
六
ヶ
所
、
東
通
、

大
間
の
原
発
・
核
燃
施
設
の

耐
震
安
全
問
題
に
関
し
て
、

最
近
提
起
さ
れ
た
「
活
断
層

の
存
在
説
」
は
新
知
見
と
し

て
検
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る 

                        

と
、
次
の
三
点
を
要
望
し
て

い
ま
す
。 

１
、
耐
震
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
て
い
る
委
員
会
で
渡

辺
満
久
教
授
ら
の
指
摘
す
る

問
題
を
審
査
の
対
象
と
す
る

こ
と
。
同
教
授
ら
か
ら
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
。 

２
，
耐
震
安
全
審
査
に
つ
い

て
青
森
県
で
会
合
を
開
催
し

県
民
に
対
し
て
直
接
報
告
す

る
こ
と
。 

３
、
大
間
原
発
に
つ
い
て
も 

特
別
委
員
会
を
開
催
し
て
再

検
討
す
る
こ
と
。 

日
本
原
燃
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

七
月
の
放
射
能
廃
液 

放
出
は
六
回 

日
本
原
燃
八
月
二
九
日
発
表

の
、
七
月
の
放
射
能
海
洋
放
出

統
計
に
よ
る
と
ト
リ
チ
ウ
ム
が

七
八
兆
ベ
ク
レ
ル
、
ヨ
ウ
素
１

２
９
が
八
九
〇
〇
万
ベ
ク
レ

ル
、
ヨ
ウ
素
１
３
１
が
一
〇
〇

万
ベ
ク
レ
ル
流
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
始
ま
っ
て
以

来
の
放
出
累
計
は
ト
リ
チ
ウ
ム

だ
け
で
三
五
七
〇
万
人
の
年
間

摂
取
限
度
に
達
し
ま
し
た
。 

 

ガラス固化「流下停止」の 六ヶ所再処理工場は 

猛毒の放射性廃液を処理出来ない欠陥工場です 

「
七
月
二
日
に
溶
融
ガ
ラ
ス
流

下
試
験
を
再
開
し
て
わ
ず
か
半
日

で
失
敗
し
た
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

は
、
直
ち
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
を
中

止
し
、
原
因
を
解
明
し
公
表
す
べ
き

で
あ
る
」
と
し
て
、
全
国
の
市
民
団

体
が
原
子
力
安
全
・
保
安
院
（
薦
田

康
久
院
長
）
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま

す
。
現
在
賛
同
す
る
個
人
を
募
り
運

動
を
進
め
て
い
ま
す
。 

提
出
の
た
め
の
保
安
院
へ
の
要

請
・
交
渉
は
、
一
〇
月
二
日
午
後
一

時
か
ら
参
議
院
議
員
会
館
第
二
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
主
催
は
原

子
力
政
策
「
転
換
」
議
員
懇
談
会
。

前
日
の
一
日
午
後
六
時
半
か
ら
は

市
民
討
論
会
が 

総
評
会
館
五
階

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 


